
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  24,763  56.2  1,901  －  1,744  －  1,285  －

22年３月期第１四半期  15,850  △45.3  △1,242     －  △1,329  －  △1,191  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  24  24  －  －

22年３月期第１四半期  △22  45  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  63,153  13,311  16.9  201  06

22年３月期  59,116  11,516  15.6  173  94

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 10,668百万円 22年３月期 9,229百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  47,400  28.4  3,500  －  3,100  －  2,300  －      43  35

通期  86,400  2.0  4,600  74.5  4,000  74.4  2,800  137.3  52  77



４．その他 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 －社 （社名）、除外－社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

せん。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  １．平成23年３月期の業績予想の詳細は、平成22年８月３日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら  

   せ」をご覧ください。  

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

 判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 53,171,286株 22年３月期 53,171,286株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 111,278株 22年３月期 110,212株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 53,059,686株 22年３月期１Ｑ 53,066,888株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の回復等を背景とした輸出の増加や生産活動の拡大基

調により、雇用情勢は依然として厳しいものの、全体として緩やかに回復してまいりました。 

 当社グループが関連する自動車業界におきましても、補助金による新車購入販売支援策等により、生産及び販売に

回復の兆しが見られるようになりました。 

 このような経営環境下で当社グループの当第１四半期連結累計期間の業績は、得意先各社の世界規模での減産の影

響が大きかった前年同期に比べ生産が回復し、売上高は247億６千３百万円（前年同期比56.2％増）となりました。 

 損益につきましては、増収効果に加えて、欧米をはじめ各地域とも徹底的な合理化活動を実施したこと等により、

営業利益は19億１百万円（前年同期は12億４千２百万円の営業損失）となりました。経常利益は、持分法による投資

利益が７千３百万円あったものの、支払利息が１億１千２百万円及び為替差損が１億３千６百万円発生したこと等に

より、17億４千４百万円（前年同期は13億２千９百万円の経常損失）となり、四半期純利益は12億８千５百万円（前

年同期は11億９千１百万円の四半期純損失）となりました。     

   

 （２）連結財政状態に関する定性的情報   

 資産につきましては、前連結会計年度末に比べて40億３千６百万円（6.8％）増加し、631億５千３百万円となりま

した。これは、主に受取手形及び売掛金36億６百万円、土地13億６千９百万円、投資有価証券１億６千２百万円増加

等によるものであります。  

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べて22億４千１百万円（4.7％）増加し、498億４千１百万円となりま

した。これは、主に支払手形及び買掛金７億７千８百万円、長期借入金10億９千万円増加したこと等によるものであ

ります。  

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて17億９千５百万円（15.6％）増加し、133億１千１百万円とな

りました。これは、主に利益剰余金13億５千５百万円、少数株主持分３億５千６百万円増加したこと等によるもので

あります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第１四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、平成22年５月７日公表「平成22年３月期決算短信」記載の

業績予想から本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正いたしますので、ご参照

下さい。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要   

    該当事項はありません。   

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定しております。   

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積も 

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業

績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変

化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において

使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によ

っております。     

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理の変更 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日） 及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しておりますが、これに係る債務計上すべき該当事項はありません。 

  

②表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

   



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,578 8,996

受取手形及び売掛金 21,517 17,911

有価証券 342 342

商品及び製品 1,333 1,394

仕掛品 1,675 1,760

原材料及び貯蔵品 2,455 2,343

前渡金 285 234

繰延税金資産 68 48

その他 879 724

貸倒引当金 △214 △192

流動資産合計 36,921 33,563

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,788 6,920

機械装置及び運搬具（純額） 9,443 10,029

土地 5,262 3,892

建設仮勘定 422 478

その他（純額） 1,211 1,320

有形固定資産合計 23,128 22,641

無形固定資産   

のれん 19 20

その他 1,182 1,157

無形固定資産合計 1,202 1,178

投資その他の資産   

投資有価証券 1,413 1,250

長期貸付金 31 31

繰延税金資産 59 59

その他 397 390

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,901 1,732

固定資産合計 26,231 25,553

資産合計 63,153 59,116



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 14,783 14,005

短期借入金 12,379 12,529

未払法人税等 161 200

製品保証引当金 594 542

未払費用 3,576 2,990

その他 2,089 2,138

流動負債合計 33,584 32,406

固定負債   

長期借入金 13,653 12,563

繰延税金負債 316 286

退職給付引当金 978 950

役員退職慰労引当金 117 142

損害賠償損失引当金 216 265

環境対策引当金 10 －

その他 963 986

固定負債合計 16,256 15,193

負債合計 49,841 47,600

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,985 5,985

資本剰余金 4,791 4,791

利益剰余金 △200 △1,556

自己株式 △32 △32

株主資本合計 10,544 9,188

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △0 △0

為替換算調整勘定 124 40

評価・換算差額等合計 124 40

少数株主持分 2,643 2,287

純資産合計 13,311 11,516

負債純資産合計 63,153 59,116



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 15,850 24,763

売上原価 15,031 20,340

売上総利益 818 4,422

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 320 371

給料及び賃金 840 933

退職給付費用 58 64

減価償却費 63 63

研究開発費 304 238

その他 474 849

販売費及び一般管理費合計 2,061 2,520

営業利益又は営業損失（△） △1,242 1,901

営業外収益   

受取利息 5 6

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 24 73

為替差益 15 －

その他 91 62

営業外収益合計 137 143

営業外費用   

支払利息 181 112

為替差損 － 136

その他 42 52

営業外費用合計 223 301

経常利益又は経常損失（△） △1,329 1,744

特別損失   

固定資産除却損 2 6

特別損失合計 2 6

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,331 1,737

法人税、住民税及び事業税 11 91

法人税等還付税額 △19 －

法人税等調整額 △71 18

法人税等合計 △80 110

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,627

少数株主利益又は少数株主損失（△） △59 341

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,191 1,285



 該当事項はありません。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）               

  自動車部品事業 

非自動車部

品事業 
計 

消去又は

全社 
連結 

  
ステアリ

ング部品

事業 

シート部

品事業 
シフター

部品事業 
機関駆動

部品事業

大型車部

品事業 

その他自

動車部品

事業 
小計

売上高 

(1）外部顧客に 

対する売上高  

 (百万円) 

 7,754  5,302  1,190 1,126  156 151 15,681  169  15,850 －  15,850

(2）セグメント 

 間の内部売上 

 高又は振替高 
  －  －  －  －  －  － － －  －  － －

  （百万円） 

計（百万円）  7,754  5,302  1,190 1,126 156 151 15,681  169    15,850 － 15,850

営業利益又は営

業損失（△）  △495    △623  △23 21 △46  △17 △1,183    △59  △1,242  －  △1,242

  （百万円） 

                        

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。   

   ２．各区分の主な製品 

   （1）自動車部品事業 

    1）ステアリング部品事業 ステアリングコラム、インタミディエイトシャフト 

    2）シート部品事業    リクライナー、ハイトアジャスター、シートスライド  

    3）シフター部品事業   オートマチックトランスミッションシフター、マニュアルトランスミッシ  

                 ョンシフター  

    4）機関駆動部品事業   プーリー、ドライブプレート  

    5）大型車部品事業    トラック用ロッカーバルブ、トラック用Ｕボルト  

    6）その他自動車部品事業 アクセルペダル  

   （2）非自動車部品事業   半導体自動試験装置、熱抵抗測定装置 

   ３．会計処理の方法の変更  

    前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

    該当事項はありません。   

                        

   ４．追加情報  

    該当事項はありません。   

  



〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  日本 北米 ヨーロッパ その他の地域 計 消去又は全社 連結 

売上高       

（1）外部顧客に対する  

 売上高（百万円） 
 9,599  1,564  3,338  1,347  15,850 －  15,850

（2）セグメント間の内 

 部売上高又は振替高

（百万円） 

 822  0  0  93  917  △917 －

計（百万円）  10,422  1,565  3,338  1,440  16,767  △917  15,850

  

 営業利益又は営業損失 

（△）（百万円） 

 △753  △272  △310  69  △1,266  23  △1,242

                

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

    (1)北米………………米国 

    (2)ヨーロッパ………フランス、スウェーデン、チェコ 

    (3)その他の地域……中国、インドネシア、タイ 

  

   ３．会計処理の方法の変更 

     前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

     該当事項はありません。 

   ４．追加情報 

     前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

     該当事項はありません。 

                

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

  北米 ヨーロッパ その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高（百万円）   1,576     3,290     1,589     6,455 

Ⅱ．連結売上高（百万円）      15,850 

Ⅲ．連結売上高に占める海外 

  売上高の割合（％） 
 9.9     20.8     10.0  40.7

          

（注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

   ２．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域   

   （1）国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

   （2）各区分に属する主な国又は地域 

    (イ)北米………………米国、カナダ 

    (ロ)ヨーロッパ………フランス、スウェーデン、ドイツ 

    (ハ)その他の地域……中国、インドネシア、タイ   



  （追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

１.報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、ステアリングコラム事業及びシート事業並びにパワートレイン事業の３事業本部により構成されている

ことから、各事業本部を報告セグメントとしております。 

  

 各報告セグメントに属する製品 

  

２.報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

                                        （単位:百万円）  

（注）報告セグメントの利益の金額の合計額は四半期連結損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

  該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

本部 製品 

 ステアリングコラム事業  ステアリングコラム、インタミディエイトシャフト 

 シート事業  リクライナー、ハイトアジャスター、シートスライド 

 パワートレイン事業 

 オートマチックトランスミッションシフター、マニュアルトランスミッ 

 ションシフター  

 プーリー、ドライブプレート トラック用ロッカーバルブ、トラック用  

 Ｕボルト、半導体自動試験装置、熱抵抗測定装置 

  

 報告セグメント 
合計 

  

調整額 

  

四半期連結損益

計算書計上額 

 (注） 
ステアリング 

コラム事業 
シート事業 

パワートレイン

事業 

 売上高                      

 外部顧客への売上高  11,840  9,197 3,724 24,763 － 24,763

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計   11,840 9,197 3,724 24,763 － 24,763

 セグメント利益  1,060    575 266 1,901 － 1,901

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



   

４．補足情報

（１）所在地別セグメント情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

                                             （単位:百万円）

  日本 北米 ヨーロッパ 中国  その他の地域 計 消去又は全社 連結 

売上高       

（1）外部顧客に対 

   する売上高 
 14,352  3,054    4,719  1,792  843  24,763 －  24,763

（2）セグメント間 

  の内部売上高又 

  は振替高 

 1,120  6  －  －  80  1,206  △1,206   －

計  15,472  3,060  4,719  1,792  924  25,969  △1,206  24,763

営業利益  701  161  588  316 120  1,888  13  1,901

                  

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

     (1)北米……………米国 

     (2)ヨーロッパ……フランス、スウェーデン、チェコ 

     (3)中国……………中国 

     (4)その他の地域…インドネシア、タイ  
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